
42017.4.15 2017.4.1

豊
か
な
自
然
に

抱
か
れ
る
伊
豆
の
国
市

１
伊
豆
の
国
市
に

し
ご
と
を
つ
く
る

２

伊
豆
の
国
市
に
新
し
い

ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

３

歴
史
に
学
び
、
未
来
を

拓
く
伊
豆
の
国
市

４

子
育
て
も
人
生
も

楽
し
い
伊
豆
の
国
市

５

安
全
で
安
心
な
伊
豆
の

国
市
の
ま
ち
づ
く
り

６

み
ん
な
で
創
る

伊
豆
の
国
市

７ ■ 

伊
豆
の
国
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
）の
形
成　

【
拡
充
】　　
　
　

１
９
７
０
万
５
千
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
自
主
的
に
活
動
す

る
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
と
協
力
・
連
携
し

地
域
資
源
を
活
用
し
た
着
地
型
観
光
商
品
を

企
画
・
実
践
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

※ 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
（D

estination M
arketing/

M
anagem

ent O
rganization

）
の
略
で
、

■ 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推

進
事
業
【
新
規
】   

１
０
４
万
８
千
円

　

愛
好
者
が
増
え
て
い
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
コ
ー
ス
を
選
定

し
、市
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

■ 

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　

  　

９
３
４
１
万
６
千
円

　

伊
豆
市
伊
豆
の
国
市
広
域
廃
棄
物
処
理
施

設
の
整
備
に
向
け
た
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
を
支
出
し
ま
す
。
平
成
34
年
度
稼
働
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■ 

古
奈
地
区
公
園
整
備
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
４
０
万
円

　

大
観
宮
跡
地
の
市
有
地
に
、
古
奈
温
泉
街

の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

花
の
ま
ち
づ
く
り
・
花
の
お
も
て
な
し
の

推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

■
温
泉
保
護
対
策
基
金
管
理
事
業
【
新
規
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

■ 

伊
豆
長
岡
温
泉
保
護
対
策
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
７
４
万
４
千
円

■ 

６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
の
推
進

【
拡
充
】　　
　
　

 
７
１
６
万
１
千
円

■ 

韮
山
中
央
農
道
拡
幅
改
良
事
業

【
新
規
】　　
　

  

９
３
０
９
万
９
千
円

　

韮
２
‐
３
号
線
（
通
称
韮
山
中
央
農
道
）

の
老
朽
化
し
た
農
業
用
水
路
を
改
修
し
、
道

路
部
分
を
拡
幅
す
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

■ 

農
業
機
械
等
導
入
補
助
【
新
規
】　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

■
住
宅
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
５
０
万
円

■ 

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
０
万
円

旅
行
目
的
地
に
お
い
て
、
観
光
地
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
作
り
や
情
報
発
信
な
ど
を
一
本
化

し
て
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

■ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
事
業　
　
　
　
　

６
４
６
万
３
千
円

■
移
住
定
住
の
促
進　
　

３
９
５
万
５
千
円

■ 

歴
史
ガ
イ
ド
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
７
５
万
８
千
円

■ 

韮
山
反
射
炉
の
修
理
調
査
・
韮
山

反
射
炉
保
全
基
金
積
立　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

８
４
８
７
万
７
千
円

　

世
界
遺
産
韮
山
反
射
炉
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
現
状
調
査
を
行
い
的
確
な
修
理
保

全
計
画
を
立
案
し

ま
す
。
ま
た
、
入

場
料
収
入
の
一
部

を
韮
山
反
射
炉
保

全
管
理
基
金
に
積

み
立
て
ま
す
。

■ 

郷
土
資
料
収
集
物
保
存
施
設
整
備

事
業
【
新
規
】　 

２
５
７
２
万
７
千
円

　

韮
山
郷
土
史
料
館
の
閉
館
に
伴
い
、
史
料

館
に
替
わ
る
施
設
と
し
て
、
大
仁
中
央
図
書

館
に
収
蔵
庫
を
建
設
、
図
書
館
２
階
お
よ
び

展
示
室
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
完
成
は
平
成

30
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
館
【
新
規
】　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
４
５
万
３
千
円

■
特
別
支
援
学
級
支
援
員
事
業
【
拡
充
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
１
万
９
千
円

■ 

小
学
校
施
設
維
持
補
修
事
業
（
小
学
校
ト

イ
レ
改
修
設
計
）【
新
規
】　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
９
７
万
８
千
円

■ 

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
支
援
事
業
【
新
規
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

６
９
４
万
９
千
円

　

中
学
生
以
下
の
こ
ど
も
を
対
象
に
１
回

１
，０
０
０
円
、
１
人
２
，０
０
０
円
を
上

限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

■ 

こ
ど
も
の
学
習
支
援
事
業【
新
規
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
６
万
円

　

生
活
困
窮
世
帯
の
こ
ど
も
に
対
し
、
居
場

■ 

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業【
拡
充
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
８
万
７
千
円

■
保
育
園
園
舎
改
修
事
業
【
新
規
】　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
０
万
円

■ 

感
染
症
予
防
事
業
【
新
規
】　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
８
万
５
千
円

■
新
生
児
聴
覚
検
査
【
新
規
】　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
４
万
５
千
円

■
産
後
ケ
ア
事
業
【
新
規
】　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
６
万
８
千
円

■ 

バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
事
業　
　

【
新
規
】　　
　

  

１
７
３
１
万
７
千
円

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
の
利
用
促
進
、
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
証
返
納
の
一
助
と
す
る

た
め
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
路
線
バ

ス
、
鉄
道
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
斎
場
整
備
事
業
【
拡
充
】　　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

５
６
０
０
万
５
千
円

　

老
朽
化
し
た
長
岡
斎
場
に
替
わ
る
新
た
な

火
葬
場
建
設
に
向
け
た
基
本
設
計
、
実
施
設

計
、
地
質
調
査
、
生
活
環
境
影
響
調
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■ 
山
間
地
域
水
道
移
管
整
備
（
簡
水
特
会
）

【
新
規
】　　
　

１
億
１
０
７
４
万
６
千
円

■
準
用
河
川
洞
川
流
域
浸
水
対
策
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
５
０
万
円

■ 

防
災
関
係
備
品
管
理
事
業
（
防
災
用
ト
イ

レ
整
備
）【
新
規
】　　
　
　

６
０
４
万
円

■
公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
事
業【
拡
充
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
９
万
６
千
円

■ 

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
事
業

【
新
規
】　　
　

１
億
５
１
２
５
万
円

　

市
内
山
間
部
と
平
野
部
の
情
報
通
信
格
差

を
是
正
す
る
た
め
未
整
備
地
域
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
整
備
し
ま
す
。

■
庁
舎
建
設
基
金
【
新
規
】　

１
億
円

　

今
後
予
定
し
て
い
る
庁
舎
建
設
の
た
め
に

基
金
を
設
置
し
、
積
み
立
て
を
し
ま
す
。

■ 

市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
１
万
６
千
円

■
広
聴
事
業
【
新
規
】　  

１
４
４
万
６
千
円

■ 

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
公
営
事
業

【
新
規
】　　
　
　
　
　

７
８
７
万
１
千
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
り
、
農
産
物
直

売
施
設
「
大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
」
の
経
営
支

援
、農
産
物
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

平成 29 年度
当初予算概要

所
の
提
供
と
学
習
援
助
を
行
い
ま
す
。

※ 「第 2 次伊豆の国市総合計画」
は政策戦略課窓口でご覧になれ
ます。また、概要版を広報 4月
号と一緒に配布しています。

問 

市
役
所
財
務
課　

☎ 

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
１
４

平
成
29
年
度 

伊
豆
の
国
市
当
初
予
算
の
概
要
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179億6千万円

国民健康保険 72 億 3,000 万円
後期高齢者医療 5億 1,900 万円
介護保険 41 億 4,300 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,730 万円
簡易水道等事業 1億 7,300 万円
下水道事業 12 億 4,900 万円

■特別会計■   133億 3,130万円

■一般会計■

■上水道事業会計■１０億5,343万円

基　金　名 平成 29年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 33 億 7,840 万円
減債基金 9億 2,183 万円
福祉対策基金 7,210 万円
教育振興基金 2,307 万円
ふるさと・水と土基金 2,605 万円
環境基金 168 万円
ふるさと応援基金 1億 1,868 万円
韮山反射炉保全基金 1億 1,484 万円
志龍塾教育基金 1,457 万円
庁舎建設基金 1億円
（新）温泉保護対策基金 1,000 万円
土地取得基金 1億　126 万円
収入印紙等購入基金 600 万円
その他 9万円

特
別
会
計

国民健康保険
保険給付等支払準備基金 1億 8,582 万円

国民健康保険
高額医療費資金貸付基金 900 万円

介護給付費準備基金 3億　128 万円
楠木・天野揚水場
管理基金 3,500 万円

合　　計 54 億 1,967 万円

■基金の状況■

問 市役所財務課
☎ 055-948-1414

■特別会計ほか予算額■

■市債の状況■

会　計　名 平成 29年度末
残高見込額

一般会計 185億 4,035 万円
簡易水道等事業特別会計 3億 3,742 万円
下水道事業特別会計 40 億 1,229 万円
上水道事業会計 8億 6,065 万円

合　　計 237億 5,071 万円

歳　出
1 年間に使うお金

歳出
179 億
6,000 万円

商工費
5億6,430 万円 3.1％

農林業費
4億2,956 万円 2.4％

議会費 1億5,485 万円 0.9％

その他 4,671 万円 0.2％消防費
8億6,306 万円 4.8％

歳　入
1 年間に入るお金

自
主

財

源

50.8％

県支出金
11億1,741 万円 6.2％

地方消費税交付金
8億4,000万円 4.7％

地方譲与税
1億8,700万円 1.0％

分担金及び負担金
4億4,995 万円 2.5％

使用料及び手数料
3億8,677 万円 2.2％

繰越金 3億円 1.7％

存

源

依

財

49.2％

市税
66億2,830 万円
36.9％

繰入金 9億9,373 万円 5.5％

地方交付税
30億1,000 万円
16.8％

国庫支出金
22億174 万円
12.3％

市債
12億2,180 万円
6.8％

平成29年度の一般会計予算額は、179 億 6千万円で、
前年度に比べ 2億円の減額となりました。

　限られた財源の有効活用を図るため、事業を一から見
直し、視野を広くしながら重点施策へ優先的に予算を
配分しました。
　皆さんに納めていただいている税金などが、どのよう
に使われるかお知らせします。

※このうち約 60％は今後、普通交付税として
　組み込まれる見込みです。

平成 29 年度
当初予算概要

＊ 一般会計とは、地方公共団体の中心となる会計で、
行政運営の基本的な経費を表します。

民生費
66 億 2,503 万円
36.9％

総務費
24 億 8,899 万円
13.9％

教育費
17 億6,706 万円
9.8％

公債費
17 億5,872 万円
　9.8％

土木費
16 億6,953 万円
9.3％

衛生費
15 億9,219 万円
　　　　　8.9％

133,726 円 50,240 円 35,668 円 35,500 円 33,699 円 32,138 円 17,421 円 11,390 円 8,671 円 3,126 円 942 円

※ 平成 28年 10月 1日現在の住民基本台帳
人口（49,542 人）で算出しています

市民一人あたりの予算
36万2,521 円の使い道

◀ その他 3億 6,330 万円 2.0％その他 2億 6,000 万円 1.4％


